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正恩寺橋上流側

メンバー紹介！
NPO法人芥川倶楽部 小柿 正武さん
（あくあぴあ芥川共同活動体事務局長）

４月から大阪自然史センターと共同で
「あくあぴあ芥川」の指定管理者に！

農学部林学科卒業で、森林、林業が専門です。
高槻市役所退職後は、森林ボランティアに参加
して人工林の間伐作業や竹林、天然林の整備に
汗を流し、楽しんでいました。
ひょんな事から、芥川

倶楽部に声を掛けられ、
森林と川は縁が深いこと
や、中学生の頃から芥川
で楽しく遊んだことなど
を思い出し、参加しまし
た。
そして4月から、NPO法

人芥川倶楽部と特定非営
利活動法人大阪自然史セ
ンターが共同活動体を作
り、指定管理者として芥川緑地資料館（あくあ
ぴあ芥川）を運営することになりました。そし
て、分不相応にもあくあぴあ芥川の事務局長と
して勤めています。魚、鳥、昆虫、植物、そし
て館の運営と慣れぬ仕事ですが、若い職員と楽
しくがんばっています。ぜひ一度ご来館くださ
い。お待ちしています。

芥川倶楽部行事予定

●芥川倶楽部定例総会
今年も「川の日」に総会を開催
7月7日(火)午後4時～

●魚みち見学会＆モニタリング
門前橋に設置した魚みちで、見学会を開催

8月下旬

●芥川・淀川連続講座（第4回）
9月12日（土）生涯学習センター3階

●ブラックバス駆除作戦
9月

★イベント最新情報は、芥川倶楽部ホームペー

ジをご覧ください
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芥川の生き物たちその４ カワウ
あくあぴあ芥川主任学芸員 高田みちよ

昭和59年に創設さたこの賞は、府民の創意と工夫を活かした魅力あるまちづくりを推進するため、ま
ちづくりに顕著な貢献をした団体や個人に感謝の意を表するためのもの。高槻市からは、これまでに
｢こいのぼりフェスタ1000推進協議会｣、｢高槻ジャズストリート実行委員会｣などが受賞されています。
今回受賞したのは、９団体と１個人。私たち「芥川・ひとと魚にやさしい川づくりネットワーク～愛

称：芥川倶楽部～」は、『芥川創生基本構想の策定や魚みちの設置などの先進的な取り組みや小学生を
対象とした環境学習の実施、さらには芥川周辺で活動する関連組織との意見交換を実施するなど、自然
を生かしたまちづくりに貢献(｢受賞者のご紹介｣より抜粋)』していることが評価されての受賞です。平
成21年3月25日に大阪府公館で開かれた表彰式には、田口代表が出席し、橋下知事から感謝状を手渡さ
れました。
芥川倶楽部の長年にわたる川を中心としたまちづくり活動が評価されたのは大変うれしいことです。

この受賞を励みに、今後もネットワーク構成メンバーが力を合わせ、地域の方々と共に活動を続けて行
きたいと思います。

芥川倶楽部では、川づくりや各種イベントに
一緒に参加してくださる「サポーター」を募集
しています。ご登録いただいた方にはイベント
等のご案内を差し上げます。連絡は下記まで。

★連絡先★
e-mail : ayu@akutagawa-club.net

TEL＆FAX : 072（685）3503

あなたと自然が触れ合える芥川の情報誌参加
無料

参加
無料
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ぜこんなに嫌われているのでしょうか？
まず、漁業や釣りをされている方との資源の
取り合いが起こっています。次にコロニー（集
団営巣地）の糞の問題。カワウの糞はリン酸カ
ルシウムが豊富で、昔は貴重な肥料として高値
で売買されていたそうですが、化学肥料が普及
した今では臭くて汚いだけ。この２つには水産
庁や環境省などが様々な対策を行っています。
芥川ではオイカワなどの川魚を食べ過ぎてい
ると問題になっていますが、魚が減れば当然そ
れを食べるカワウも減りますので、魚だけが減
るということはありません。むしろ魚の生息や
繁殖の環境が十分でないことが問題です。カワ
ウ対策を考えるなら、魚が逃げ込める深みや草
の間、石の隙間などを作ることが大切です。
そこで、みなさんにできるカワウ対策として、

お願いがあります。カワウの足にカラーの足環
がついていることがあります。どのカワウがい
つどこにいるかを調べるものですが、足環がつ
いているカワウを発見されましたら、足環の色、
とナンバーを読み取って、発見場所と合わせて
「あくあぴあ芥川（℡692-5041）」までお知ら
せください。

カワウはペリカンの仲間で、体長80～90cm。
オスもメスも濃い金属光沢の緑と茶褐色ですが、
一見すると黒に見えます。繁殖期には頭と足の
付け根が白くなります。昔は全国的にたくさん

いたようですが、無秩
序な狩猟と河川改修や
水質の悪化による餌
（魚）の減少により、
1970年代には3,000羽
以下にまで減少してし
まいました。その後、
保護や水質の改善など
で徐々に増加に転じ、
現在では嫌われ者にな
るほどに増えています。
トキやコウノトリと同
じく絶滅の危機にさら
されたカワウ、その淵
から復活した途端、な ～～～ 「芥川」は大阪ミュージアムの登録物に認定されています ～～～



こいのぼりフェスタ１０００で活動をＰＲ！

芥川バードウォッチング

芥川・水辺のクリーンアップ大作戦
3月29日（日）

予報では、雨は未明に上がるという
ことでしたが、スタート時にも霧雨が
立ち込めてきました。観察会中も曇天
でしたが、なんとか終わるまで持ちま
した。雨の影響で参加者は少なめでし
たが、その分講師からじっくりと説明
が聞けたので、参加した方とっては
ラッキーでしたね！

津之江公園の自然再生化へ向けて

1月31日(土)

芥川の豊かな自然を回復し、みんなが憩
える川にしようと、３月２９日、「芥川・
水辺のクリーンアップ大作戦」を行いまし
た。
芥川倶楽部や高槻市内のライオンズクラ

ブが中心となって呼びかけ、関係団体や地
元自治会、行政など２４の団体、組織から
約３００人が参加しました。
参加者は、あくあぴあ芥川、門前橋、JR

鉄橋、芥川大橋、次郎四郎橋の５つの拠点
を中心に約２時間、河川や堤防などに捨て
られたゴミをハサミやゴミ袋を手に回収し
ました。捨てられていたものは空き缶や空
きビン、ビニール袋などの生活ゴミから自
転車やタイヤなどの大型ゴミまでさまざま
でしたが、この日回収されたゴミの量は１．
８トンで、昨年に比べて０．２トン減少し
ています。平成１７年度からはじめたこの
イベントも今回で４回目を迎え、継続した
取り組みにより、一定の効果が挙がってい
るものと思われます。
今後も市民に愛される川づくりを目指し

て活動を続けていきますので、引き続き皆
さんのご理解・ご協力をお願いいたします。

阪急電鉄の「エコ
トレイン 未来のゆ
め・まち号」で芥川
倶楽部の活動が紹介
されました。
この電車は、車両

をまるごと環境をテ
ーマにしたポスター
やラッピングで統一
したもの。
芥川倶楽部の活動は、2月から3月までの間掲出されていました。

みなさんはご覧になられましたか。

阪急エコトレイン
～芥川倶楽部が阪急電車に登場

芥川・淀川連続講座

こいのぼりフェスタ1000で、芥川倶楽
部の活動を紹介しました。魚やパネルの
展示、非常食の炊き出しなどを行い、ク
イズ大会では元気な子どもたちがたくさ
ん集まり、説明を興味深そうに聞いてい
ました。

門前橋の
下流で、専
門家の意見
を聞きなが
ら計画した
魚みちがこ
のほど完成。皆さんへのお披露目となったこいのぼりフェ
スタ1000では、魚の遡上観察会も行いました。

4月29日（祝）

▲モッピー登場！

門前橋の魚みちも完成！

昨年に引き続き、芥川、淀川連続講座を開
催しました。第１回のテーマは「芥川の生態
系と外来種問題」。第２回は兵庫県立大学教
授の中瀬勲氏をはじめ６人のパネラーを迎え
ました。第３回は「人と川」と題し、芥川や
淀川の将来像や子どもたちにとっての川体験な
どについて、活発な議論が交わされました。

5月15日、6月12日、6月19日
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津之江公園の整備工事（高槻市分）が
完成し、４月から公園として供用開始さ
れています。なお、芥川から導水するた
めの護岸改良工事（国土交通省分）は、
１０月中旬に着手し、平成２１位年度内
の完成を予定しています。整備完了後は、
モニタリングなどを通じた取組により、
豊かな生態系や自然の再生が期待されま
す。


